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れは作品のコンセプトである日本神話を物語る上で、必要な手法だった。そもそも物語とは情緒へ働きか
けるリニアな時間軸の仕掛けを持っている。その仕掛けを彫刻に仕込むためには、プロセスの時間の痕跡
を作品に残せば、作動させることが出来る。背後から照射される光の回転によって、その痕跡はわずかな
がらも確認できる。透過素材であるガラスの凹凸が光によって打ち消されてしまったような印象も拭え
ないが、光の通過によってよりあらわになったのは時間をかけて溶解していったガラスの層であった。重
力という自然現象によって、様々な厚みを伴ったガラス彫刻の表皮にやどる《時間》がこの作品の核心で
あるといえる。 
ガラスはリサイクルできる素材であり、加熱によって溶解し、幾度も姿を変える。佐宗はその変化する
自由度を輪廻的素材として捉え、ゾンビというモチーフに託し、ゾンビ的生死の繰り返しを現してきた。
今回はイザナミという日本神話の生命流転の物語へと変化し、これまでは彫刻内部に仕組まれた生命の
源のような光は、今回は背後に配置され、舞台のような正面性を持ったレリーフ世界へと変わった。この
ガラスの層による《時間》表現は新たな展開性を切り開いていると判定できる。これは過去のステンドグ
ラス、ゾンビといった西洋的世界、キリスト教の要素などを日本人としてどのように変容させながら、解
消するべきかを研究した結果である。 
論文中でも重要なキーワードである舞台の仮設的情景は、正面性とテンポラリーな舞台を作る素材で
ある単管で担保されているが、表舞台と裏とを隔てる仮設性や操演感がなく、マッスな矩形と強固な回転
する光の装置であったことは、論文との整合性が弱いと考えられるが、ガラスを素材にした彫刻の制作方
法に取り組み続け、博士提出作品では過去の自己の方法論を乗り越えるべく、ガラスの鋳造技法を援用し、
西洋世界のステンドグラス技法と融合しながら表現した彫刻制作の試みは高く評価に値する。この研究
成果をもとに、今後の展開が期待される。よって、佐宗乃梨子は博士号取得に相応しいと判断する。 
 
 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
佐宗乃梨子はこれまで身体の物質性をテーマとし、ステンドグラス技法（カッパーホイル技法）を用い
た彫刻の研究に取り組んできた。カッパーホイル技法とは、細かくカットした板ガラスの断面を接合し、
形を形成する技法である。この技法は、それほど強度のあるものではなく、自ずと作品サイズ等に制約が
課される技法だといえる。申請者は学部時から継続的にステンドグラス技法の制約を乗越えるための試
行錯誤を繰返し、作品サイズや制作プランに柔軟に対応が可能な工法を生み出している。 
 博士過程における研究内容とモチーフは、欧米の文化から自国の文化へと興味が移行しており、提出作
品「youtopia」は古事記に登場するイザナミをモチーフにしている。また、モチーフの移行に伴い、技法
の検証もなされており、本研究ではガラス鋳造による造形物をカッパーホイル技法で接合するという新
たな試みに挑戦している。板ガラスを用い、一定の規則性から生まれていたこれまでの作品は、直線的な
ガラスの接合部（稜線）が際立ち、ポリゴンのような表面が印象的であった。しかし、今回のガラス鋳造
を用いた作品の接合部は不規則であり、形の揺らぎを感じさせる輪郭線として機能している。さらに、ガ
ラスの表面には生々しい手の痕跡が写しとられており、有機的な印象である。この変化は、申請者が自国
の神話空間に、ある種の手触りのようなものを感じ取ったことに由来するのではないか。回転する人口光
の前で揺らぐイザナミの姿は、物質世界から解放されたヒトガタのイメージとして浮かびあがり、神話空
間における物質性について考えさせられる。 
 博士審査展における展示では、論文中のキーワードである展示空間の仮設性を念頭に空間作りを行っ
たが、論文との整合性が弱いとの指摘が審査員からあり、今後に課題を残した。 
 ガラス鋳造技法を用いた今回の研究は他に類を見ない取組みであり、ガラスを用いた彫刻の可能性を感
じさせるものとして、高く評価できる。 
